
【 総 長 海 外 出 張 報 告 】  

２ ０ １ ９ 年 ２ 月 １ ０ 日 ～ １ ２ 日 ： フ ィ リ ピ ン  

 

２ 月 １ ０ 日 （ 日 ） か ら １ ２ 日 （ 火 ） に か け て フ ィ リ ピ ン に

出 張 し ま し た 。 主 な 用 務 は 、 国 際 稲 研 究 所 （ IRRI） で 開 催 さ

れ た フ ォ ー ラ ム と 国 際 熱 帯 農 学 ス テ ー シ ョ ン（ ISTA S）オ ー プ

ニ ン グ 式 典 へ の 出 席 、IRRI、ビ サ ヤ 国 立 大 学（ VSU）と の 全 学

交 流 協 定 （ MOU） 締 結 で す 。  

 

１ ． 国 際 稲 研 究 所 （ IRRI） 訪 問  

 今 回 の 出 張 で は 、 マ ニ ラ か ら 車 で ２ 時 間 ほ ど の ロ ス バ ニ ョ

ス に 滞 在 し 、初 め に IRRI を 訪 問 し ま し た 。こ の 研 究 所 は 、１

９ ６ ０ 年 に 設 立 さ れ た 稲 を 中 心 に 研 究 す る 機 関 で あ り 、 広 大

な 土 地 を 有 し 、 屋 外 の 実 験 農 場 だ け で な く 、 人 工 的 に 環 境 を

変 え ら れ る 屋 内 の 実 験 農 場 も あ り ま す 。  

 IRR I で は More l l 所 長 と 懇 談 す る と と も に 施 設 を 見 学 し ま

し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

I R R I の M o r e l l 所 長 と  

I R R I の 実 験 フ ィ ー ル ド を 視 察  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ ら に 、 IRRI で 開 催 さ れ た “ Catal y z i n g  P a r tn e r s h i p s  

i n  R e s e a r c h  E x c e ll e n c e  a n d  I nt e r n a t i o n a l iz a t i o n  o f  

E d u c a t i o n  T o w a r d s F o o d  S e c u r i t y  i n t h e  A s i a n  a n d  

A f r i c a n  R e g i o n” と 題 し た フ ォ ー ラ ム に 参 加 し 、 名 古 屋 大 学

の 概 要 を 紹 介 す る と と も に 、 本 学 と フ ィ リ ピ ン と の 交 流 の 状

況 、 本 学 の 農 業 や 食 糧 問 題 へ の 取 り 組 み な ど に つ い て 説 明 し

ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I R R I、 U P L B 関 係 者 と の 集 合 写 真  

名 古 屋 大 学 の 概 要 ・ 取 り 組 み に 関 す る 発 表  



フ ォ ー ラ ム の 後 に は 、 Morel l 所 長 と と も に IRRI と 名 古 屋

大 学 と の 全 学 学 術 交 流 協 定 を 締 結 し ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ． 国 際 熱 帯 農 学 ス テ ー シ ョ ン （ ISTAS） オ ー プ ニ ン グ 式 典

出 席  

ISTA S と は 、 名 古 屋 大 学 、 フ ィ リ ピ ン 大 学 ロ ス バ ニ ョ ス 校

（ UPLB）、 VSU、 カ ン ボ ジ ア 王 立 農 業 大 学 の 連 携 に よ る 教 育 ・

研 究 ・ 社 会 貢 献 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の こ と で 、 今 回 は 、 本 事

業 の 開 始 を 記 念 す る 式 典 に 参 加 し ま し た 。  

私 か ら の 挨 拶 で は 、 本 学 が フ ィ リ ピ ン と １ ９ ７ ０ 年 代 か ら

交 流 を 開 始 し て お り 、 両 者 の 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク に よ っ て 地 球

規 模 の 課 題 解 決 に 取 り 組 ん で い る こ と 、 UPLB に IST A S の メ

イ ン ス テ ー シ ョ ン を 設 置 す る こ と や サ ブ ス テ ー シ ョ ン と な る

VSU と 、 今 回 、 全 学 学 術 交 流 協 定 を 結 ぶ こ と な ど に 触 れ ま し

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I R R I と の 全 学 学 術 交 流 協 定 へ の 署 名  

I S T A S オ ー プ ニ ン グ 式 典 に て  



さ ら に 、 本 式 典 の 中 で VSU と 本 学 と の 全 学 学 術 交 流 協 定 に

署 名 し ま し た 。  

 

 
 

 

 
 

 

３ ． 所 感  

今 回 の 出 張 も ２ 泊 ３ 日 の 弾 丸 ツ ア ー で し た が 、主 な 目 的 は 、

（ １ ）IRRI と の MOU 締 結 と 、IRRI の 器 具 等 の ア ジ ア サ テ ラ イ

ト キ ャ ン パ ス 学 院 （ ASCI） フ ィ リ ピ ン キ ャ ン パ ス 校 へ の 譲 り

受 け 、（ ２ ） ISTA S オ ー プ ニ ン グ 記 念 式 典 に 出 席 す る こ と 、ま

た 、 こ の 関 連 で 、（ ３ ） VSU（ 学 長 の Tuli n 氏 は 名 古 屋 大 学 同

VS U と の 全 学 学 術 交 流 協 定 へ の 署 名  

I S T A S オ ー プ ニ ン グ 式 典 で の 集 合 写 真  



窓 生 ） と の MOU を 締 結 す る こ と で し た 。 ま た 、 ４ ０ 年 以 上 に

わ た り 連 携 を 深 め て き た UPLB、そ し て 、１ ９ ８ ３ 年 の MOU 締

結 以 来 、 農 学 関 連 で 密 接 な 協 力 関 係 に あ る The So ut h ea s t  

A s i a n  R e g i o n a l  C e n te r  f o r  G r a d u a t e  S t u d y  f o r  R e s e a r c h  

a n d A gr ic ul t ur e (S E AR C A )と 今 後 の 連 携 の 方 向 性 に つ い て 意

見 交 換 ・ 情 報 共 有 を 行 う こ と も 大 切 な 目 的 の 一 つ で す 。  

近 年 、本 学 と フ ィ リ ピ ン の 諸 機 関 は 、ASCI 学 生 へ の ス カ ラ

ー シ ッ プ 、 連 携 ス ペ ー ス の 提 供 、 共 同 研 究 の 推 進 な ど 、 大 変

積 極 的 に 連 携 を 進 め て お り 、 提 携 機 関 に 対 し て は 、 本 学 の 活

動 に 対 す る 支 援 を 他 国 以 上 に 行 っ て い た だ い て い る こ と に 感

謝 し て い ま す 。 私 は 、 農 業 ・ 食 糧 と い う 分 野 は 、 今 後 、 人 類

の 持 続 的 発 展 と 幸 福 の 実 現 の た め に は 重 要 な 課 題 で あ り 、 本

学 が ア ジ ア を 中 心 に し つ つ も 、 ア フ リ カ な ど 世 界 の 国 々 と 連

携 し て イ ノ ベ ー シ ョ ン を 起 こ し て い く べ き 領 域 の 一 つ で あ る

と 考 え て い ま す 。 今 回 、 そ の よ う な 問 題 意 識 を フ ィ リ ピ ン の

諸 機 関 の ト ッ プ と 共 有 で き た こ と は 大 変 有 意 義 で あ り 、ま た 、

農 業 ・ 食 糧 関 係 が 中 心 と は い え 、 広 い 分 野 の 連 携 で 日 本 、 特

に 本 学 へ の 期 待 が 強 い こ と を 再 認 識 で き ま し た 。 本 学 関 係 者

の 努 力 に 改 め て 敬 意 を 表 す る 次 第 で す 。  

IRR I の More l l 所 長 の 話 に よ る と 、 日 本 の み な ら ず 世 界 中

で 、 一 人 当 た り の コ メ 消 費 量 は 減 っ て い る も の の 、 人 口 の 増

加 に よ り 、 総 体 と し て は 需 要 増 が 起 き て お り 、 コ メ は 、 ト ウ

モ ロ コ シ や 小 麦 と 並 ん で 三 大 主 要 穀 物 の 一 つ で も あ る の で 、

気 候 変 動 （ 特 に 干 ば つ ） や 土 壌 の 変 化 な ど 、 地 球 規 模 の 変 化

が 起 こ っ て い る 中 、IRRI の 行 っ て い る 研 究 は 重 要 で あ る と の

こ と で し た 。  

さ ら に 、今 回 の ISTA S の 創 設 に よ り 、UPLB、VSU、王 立 農 業

大 学（ カ ン ボ ジ ア ）、本 学 の 四 者 に よ る 共 同 研 究 と 人 材 交 流 ・

育 成 の プ ロ グ ラ ム は 、今 後 世 界 の 安 定 的 な 食 糧 の 確 保・流 通・

ビ ジ ネ ス と い う 点 で も 重 要 な 取 り 組 み で あ る と 感 じ ま し た 。

ま た 、 今 回 は 、 岐 阜 大 学 か ら ２ 名 の 研 究 者 が 同 行 し 、 本 学 の

海 外 活 動 を 直 接 見 て い た だ き ま し た 。 今 後 、 法 人 統 合 に 向 け

て の 協 議 の 中 で 、 両 大 学 の 共 同 事 業 の ア イ デ ア が 育 ま れ れ ば

大 変 幸 い で す 。  


